
 ６ 月定例会議 厚生文教 振り返り事項 

※各委員は委員長が定める期日までに、委員長にご提出ください。 

※委員長は委員会内で協議を済ませ、議長に提出ください。       厚生文教常任委員会  

                          

１ 自らが所属する常任委員会で追跡調査すべきと考える政策・事務事業等 

（１）一般質問から 

手話や要約筆記・点字・音訳等、障害者のコミュニケーション手段の利用を促進する条例を芽室町と

して制定し、そこを根拠として様々な取組みを進めていくことが必要だと考えることから、聴覚障が

いのある方の置かれている状況、条例の必要性などについて委員会として、調査してはどうかと考え

ます。 

 

（２）質疑（討論）等から 

 

 

２ 他の常任委員会に追跡調査を依頼したい政策・事務事業等 

（１）一般質問から 

【新嵐山スカイパーク再整備の課題と今後の取り組みについて】 

質問の中で、ワイナリーの建設場所について「新嵐山運動広場の設置及び管理条例」と

の整合性について問う内容があった。事実関係の確認も含め町長答弁との整合性を検証

願いたい。 

 

【大規模災害発生時に避難所を開設する際の感染症対策について】 

これから十勝地方も出水期に入るが、避難所開設の際に、感染症予防を考慮した避難体

制の構築や、「三密」を避けた避難所運営ガイドラインの策定を早急に行うべきと考え、

委員会での調査をお願いしたい。 

 

（２）質疑（討論）等から 

 

 

３ 議会運営全般に関する検討（定例会議を通じて、改善に向けて取り上げるべきもの） 

マスクをつけたままの一般質問であったが、傍聴者から「聞き取りにくい」などのご意

見があった。声質によっては大きな声での発言を心がけても限界があると考える。 

飛沫飛散を防止する「ついたて」設置など、登壇者と答弁者の間ではマスクをせずとも

議論ができる工夫が必要と感じた。 

 

４ その他（定例会議を通じて、改善に向けて取り上げるべきもの、審議方法などで分

からなかった点など） 

 

 

資料２ 


